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理
事
長

日
髙

義
博（
再
）

理
事

日
髙

義
博

〔
専
修
大
学
長
〕

理
事

坂
田

隆

〔
石
巻
専
修
大
学
長
〕

理
事

寺
本

千
名
夫

〔
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
長
〕

理
事
（
専
務
）

富
山

尚
德
（
再
）

〔
総
務
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

佐
藤

猛
（
再
）

〔
財
務
、
体
育
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

田
中

實
（
再
）

〔
専
門
職
大
学
院
、

学
生
生
活
、就
職
、

校
友
・
育
友
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

松
木

健
一
（
再
）

〔
学
務
、
情
報
シ

ス
テ
ム
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

湯
浅

敏
明
（
再
）

〔
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
、
企

画
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

市
川

辰
雄
（
新
）

〔
石
巻
専
修
大
学

担
当
〕

理
事

波
岡

實（
再
）

理
事

岡
村

誠
男（
再
）

理
事

小
豆
畑

孝（
再
）

理
事

宮
岡

孝
之（
再
）

理
事

甘
竹

秀
雄（
再
）

理
事

桃
野

直
樹（
再
）

理
事

坂
本

武
憲（
再
）

〔
法
学
部
長
〕

理
事

内
野

明（
再
）

〔
商
学
部
長
〕

理
事

伊
東

洋
三（
再
）

〔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
長
〕

理
事

西
島

篤
師（
再
）

理
事

宇
都

榮
子（
再
）

〔
人
間
科
学
部
長
〕

理
事

金
子

洋
之（
再
）

〔
文
学
部
長
〕

理
事

室
井

義
雄（
再
）

〔
副
学
長
〕

理
事

馬
塲

杉
夫（
再
）

〔
経
営
学
部
長
〕

理
事

福
島

利
夫（
再
）

〔
経
済
学
部
長
〕

理
事

小
野

博
良（
新
）

監
事
（
常
勤
）

今
野

健
吾（
新
）

監
事

小
宮
多
喜
次（
再
）

学
校
法
人
専
修
大
学
の
役
員
の
選
任
は
、
寄
附
行
為

第
８
条
第
１
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
、第
１
号（
総

長
）
は
空
席
、
同
第
２
号
の
専
修
大
学
長
、
石
巻
専
修

大
学
長
、
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
長
は
、
任
期
中

の
た
め
、
今
回
は
改
選
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

改
選
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
同
第
３
号
（
評
議
員

の
う
ち
か
ら
評
議
員
会
に
お
い
て
選
任
）
と
、
同
第
４

号
（
学
識
経
験
者
と
し
て
理
事
会
に
お
い
て
選
任
）
に

定
め
る
理
事
及
び
第
９
条
の
監
事
（
評
議
員
会
に
お
い

て
候
補
者
を
選
出
し
、
理
事
長
が
選
任
）
で
、
新
理
事

が
１
人
、
新
監
事
が
１
人
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
い
ず

れ
も
１１
月
３
日
か
ら
３
年
間
。

専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
の
取

り
組
み
が
川
崎
市
の
省
エ
ネ

新
技
術
導
入
促
進
事
業
「
か

わ
さ
き
環
境
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ド
ウ
大
賞
２
０
１
２
」
の
大

賞
に
選
ば
れ
た
。

表
彰
式
は
来
年
２
月
２
日

に
、
川
崎
市
と
ど
ろ
き
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
「
川
崎

国
際
環
境
技
術
展
２

０
１
３
」
で
行
わ

れ
、
展
示
ブ
ー
ス
で

紹
介
さ
れ
る
。

本
学
管
理
課
は
、

学
生
の
学
習
環
境
を

充
実
さ
せ
、
環
境
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
基
本
理
念
と
し

て
、
独
自
の
照
明
、

空
調
制
御
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
て
い

る
。生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

空
調
設
備
の
運
転
は
各
教
室

を
使
用
す
る
教
職
員
、
学
生

が
、
そ
の
日
の
外
気
温
度
と

室
内
温
度
に
合
わ
せ
て
個
別

に
判
断
し
、
運
転
、
停
止
を

行
う
「
許
可
運
転
方
式
」
を

新
た
に
つ
く
り
上
げ
た
。

空
調
設
備
許
可
運
転
時
間

帯
（
８
時
３０
分
～
１９
時
４５
分
）

に
お
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素

濃
度
が
基
準
値
を
超
え
る
と

自
動
的
に
室
内
空
気
を
入
れ

換
え
る
「
換
気
制
御
シ
ス
テ

ム
」
を
構
築
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
制
御
と
空

気
調
和
機
、
室
内
エ
ア
コ
ン

の
変
風
量
制
御
を
連
動
さ
せ

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を

高
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
関

連
し
て
、
昨
年
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
の
綿
貫
理
明

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
が
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
ご

と
の
電
力
消
費
状
況
を
モ
ニ

タ
ー
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
表
示
す
る
装
置
を
開
発
。

同
キ
ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
１
階

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
、

「
見
え
る
化
・
『
電
力
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
』
」
と

し
て
表
示
し
て
お
り
、
学
生

た
ち
の
省
エ
ネ
意
識
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。

※
同
賞
は
東
日
本
大
震
災

以
降
の
電
力
不
足
な
ど
の
状

況
を
背
景
に
、
省
エ
ネ
・
創

エ
ネ
の
意
識
向
上
を
図
ろ
う

と
創
設
さ
れ
た
。
技
術
や
製

品
の
導
入
に
よ
り
効
果
を
上

げ
た
企
業
・
団
体
の
取
り
組

み
を
表
彰
す
る
。

小
野

博
良
氏
（
お
の
・

ひ
ろ
よ
し
）

本
学
商
学
部
卒
業
。
秘
書

室
長
兼
石
巻
専
修
大
学
・
専

修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
東

京
事
務
所
長
。
㈻
専
修
大
学

評
議
員
、
㈻
北
上
学
園
評
議

員
、
㈻
専
修
大
学
附
属
高
等

学
校
評
議
員
。
５５
歳
。

今
野

健
吾
氏
（
こ
ん
の

・
け
ん
ご
）

本
学
法
学
部
卒
業
。
総
務

部
長
兼
校
友
・
育
友
事
務
部

長
、
㈻
専
修
大
学
評
議
員
、

同
常
務
理
事
な
ど
を
歴
任
。

㈻
専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校

理
事
・
評
議
員
、
㈻
北
上
学

園
理
事
・
評
議
員
。
６０
歳
。

今
井
雅
和
経
営
学
部
教
授

早
稲
田
大
学
か
ら
博
士
（
商

学
）

今
井
雅
和

経
営
学
部

教
授
∥
写

真
∥
は
５

月
１６
日
、
早
稲
田
大
学
か
ら

博
士
（
商
学
）
の
学
位
を
授

与
さ
れ
た
。

学
位
論
文
名
は
「
新
興
市

場
ロ
シ
ア
と
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

の
進
化
に
関
す
る
研
究
」。

「
故
郷
」「
春
の
小
川
」

な
ど
数
多
く
の
名
曲
を
残

し
、
専
修
大
学
校
歌
・
石

巻
専
修
大
学
校
歌
の
作
詞

を
手
掛
け
た
作
詞
者
・
高

野
辰
之
の
足
跡
を
追
う

「
石
巻
市
・
石
巻
専
修
大

学
・
専
修
大
学
共
同
企
画

展

唱
歌
斉
唱
―
『
故

郷
』
の
作
詞
者
・
高
野
辰

之
の
生
涯
―
」
は
１２
月
１

日
（
土
）
か
ら
１６
日
（
日
）

ま
で
、
仙
台
市
の
「
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮

城
」（
宮
城
県
民
会
館
）
５

階
展
示
室
で
開
催
さ
れ
る

∥
本
紙
５
０
４
号
既
報
。

期
間
中
、
記
念
演
奏
会

と
ミ
ニ
講
演
会
が
２
回

（
▽
１
日
、
エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台
ス
タ
ジ
オ
ホ
ー
ル

▽
１５
日
、
石
巻
専
修
大
学

学
生
ホ
ー
ル
）
開
か
れ
る

ほ
か
、
９
日
に
は
高
野
の

生
涯
や
業
績
を
た
ど
る
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城
」
で
開
催
さ
れ
る
。

入
場
無
料
。


大
学
史
資
料
課
☎
０３

（
３
２
６
５
）
５
８
７
９

専
修
大
学
社
会
体
育
研
究

所
（
佐
藤
雅
幸
研
究
所
長
）

の
研
究
「
行
動
変
容
ス
テ
ー

ジ
か
ら
み
た
体
力
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践
活
動
―
大
学

に
よ
る
地
域
公
開
講
座
に
お

け
る
子
ど
も
と
高
齢
者
を
対

象
に
―
」
が
、
本
年
度
「
公

益
信
託
タ
ニ
タ
健
康
体
重
基

金
」
活
動
助
成
に
採
択
さ
れ

た
。肥

満
解
消
、
適
正
体
重
の

維
持
に
関
す
る
科
学
的
研
究

お
よ
び
啓
発
的
な
実
践
活
動

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
。同

研
究
所
は
こ
れ
ま
で
１５

年
に
わ
た
り
、
中
高
年
者
と

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
実
践
公
開
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。今
後
、助
成
金
を

有
効
活
用
し
、
公
開
講
座
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
成

果
を
広
く
公
開
し
て
い
く
。

体
脂
肪
計
・
体
組

成
計
の
世
界
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
株
式
会
社

タ
ニ
タ
は
、
肥
満
や

適
性
体
重
に
焦
点
を

当
て
た
優
れ
た
研
究

や
活
動
に
対
し
助
成

を
行
う
、
世
界
で
は

じ
め
て
の
基
金
「
公

益
信
託
タ
ニ
タ
健
康

体
重
基
金
」
を
設
立

（
１
９
９
４
年
）

し
、
積
極
的
な
助
成

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
本
学
の
２１
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

に
基
づ
く「
知
の
発
信
」の
場

と
し
て
、
大
学
が
持
つ
研
究

力
・
教
育
力
を
生
か
し
、地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
１
０
年
度
か

ら
実
施
。
今
回
は
専
修
大
学

北
上
高
校
の
地
元
で
あ
る
岩

手
県
北
上
市
で
開
催
す
る
。

▽
日
時
∥
１１
月
１７
日
（
土
）

１３
時
３０
分
～
▽
会
場
∥
日
本

現
代
詩
歌
文
学
館
（
岩
手
県

北
上
市
）
▽
講
演
者
・
演
題

∥
仲
川
恭
司
専
修
大
学
文
学

部
教
授
（
書
家
）
「
漢
字
の

伝
来
か
ら
日
本
の
文
字
文
化

へ
」
／
杉
田
博
石
巻
専
修
大

学
経
営
学
部
准
教
授
「
被
災

地
に
お
け
る
経
営
と
経
営
学

―
同
じ
場
所
で
同
じ
時
間
を

生
き
る
―
」

�
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
申

込
受
付
係
（
専
修
大
学
北
上

高
校
内
）
☎
０
１
９
７
・
６３
・

２
３
４
１

E-m
a
i
l
:
s
i
r

a
s
a
t
o
@
s
e
n
s
h
u
- u- k

i
t

a
k
a
m
i
.
e
d
.
j
p

３
大
学
知
的
探
訪

「
専
修
大
学
で
川
崎
の
歴
史

を
学
ぼ
う
！
」

多
摩
区
制
４０
周
年
を
記
念

し
、
区
内
に
立
地
す
る
３
大

学
（
専
修
、
明
治
、
日
本
女

子
）
が
連
携
し
た
公
開
講
座

や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
各

大
学
で
開
催
。
専
修
大
学
は

以
下
の
講
演
会
を
実
施
す

る
。
参
加
費
無
料
。

▽
日
時
∥
１２
月
１
日
（
土
）

１０
時
３０
分
～
▽
集
合
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
１
４
教
室
▽

講
演
者
・
演
題
∥
土
生
田
純

之
文
学
部
教
授
「
川
崎
の
古

墳
を
考
え
る
」
※
講
演
終
了

後
、
希
望
者
を
対
象
に
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。


学
長
室
企
画
課
「
３
大
学

知
的
探
訪
」
係
☎
０
４
４
・

９
１
１
・
１
２
５
２

現
代
の
金
融
論
は
、
そ
の
分

析
手
法
が
高
度
な
数
学
を
用
い

た
も
の
に
進
化
し
て
い
る
が
、

本
書
で
は
モ
デ
ル
分
析
を
使
っ

て
理
論
体
系
を
解
説
す
る
こ
と

は
極
力
控
え
ら
れ
て
い
る
。
著

者
が
大
学
で
行
っ
て
き
た
講
義

ノ
ー
ト
を
も
と
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
金
融
の
仕
組

み
と
役
割
を
体
系
的
に
学
べ
る

初
学
者
に
と
っ
て
は
、
格
好
の

入
門
書
で
あ
る
。

全
１４
章
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
わ
が
国
の
金
融
制
度
の
特

徴
と
変
化
か
ら
、
外
国
為
替
市

場
、
証
券
市
場
、
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
、
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
、
さ

ら
に
は
金
融
政
策
と
わ
が
国
の

金
融
規
制
の
体
系
ま
で
、
金
融

論
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
欠
か
せ

な
い
基
礎
理
論
が
網
羅
さ
れ
、

平
易
か
つ
明
解
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。
（
同
文
舘
出
版
・
本
体

２
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
や
ま
な
か
・
た
か

し
）
∥
経
済
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
金
融
論
。

八
林
秀
一
氏
（
や
つ
ば
や

し
・
し
ゅ
う
い
ち
）
経
済
学

部
教
授

１１
月
５
日
、
６６
歳
で
死

去
。
１
９
７
８
年
か
ら
在

職
。
専
門
は
近
現
代
ド
イ
ツ

社
会
経
済
史
。
１
９
９
０
年

か
ら
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
長

を
務
め
て
い
た
。

４
巻
か
ら
な
る
こ
の
『
西
洋

哲
学
史
』は
、従
来
の
固
定
的
な

哲
学
史
叙
述
を
排
し
、「
現
代
哲

学
へ
の
通
路
」
と
し
て
の
魅
力

あ
る
哲
学
史
を
提
唱
し
て
い
る
。

編
者
が
序
文
で
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
「
哲
学
史
」
の
下
限

を
バ
ー
ス
や
ベ
ル
ク
ソ
ン
あ
た

り
に
ま
で
押
し
上
げ
、
ニ
ー
チ

ェ
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
第
Ⅰ
巻

で
論
じ
て
い
る
。
パ
ル
メ
ニ
デ

ス
の
「
存
在
」
を
め
ぐ
る
思
考

に
西
洋
哲
学
の
起
点
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
中
世
を
暗
黒

の
時
代
で
は
な
く
、
絶
え
ず
再

生
を
繰
り
返
し
た
時
代
と
し
て

と
ら
え
直
す
―
―
な
ど
の
点
が

特
徴
と
な
る
。

多
数
の
哲
学
者
が
、
各
自
の

関
心
に
従
い
、
問
題
ご
と
の
直

近
の
研
究
史
か
ら
古
典
に
さ
か

の
ぼ
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。

各
巻
に
は
、
刺
激
的
な
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

順
に
、
「『
あ
る
』
の
衝
撃
か
ら

は
じ
ま
る
」
、
「
『
知
』
の
変
貌

・
『
信
』
の
階
梯
」
、
「
『
ポ
ス

ト
・
モ
ダ
ン
』
の
ま
え
に
」
、

「
『
哲
学
の
現
代
』
へ
の
回
り

道
」
と
な
る
。
（
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
・
本
体
１
８
０
０
～
１

９
０
０
円
＋
税
）

責
任
編
集
者
（
か
ん
ざ
き
・

し
げ
る
）
∥
文
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
西
洋
古
代
哲
学
、
西

洋
古
典
学
。

学

校

法

人

専

修

大

学

「高野辰之の生涯」展

１２月１日から仙台で

役

員

改

選

ベ
ー
シ
ッ
ク
金
融
論

記念演奏会やシンポも

の

員

役

新

介

紹

山
中

尚
著

員

役

▶

「
高
野
辰
之
の
生
涯
」
展
チ
ラ
シ

（
再
∥
再
任
／
敬
称
略
）

社
会
体
育
研
究
所「
行
動
変
容
ス
テ
ー
ジ
か
ら

み
た
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
活
動
」研
究

西
洋
哲
学
史
Ⅰ
―
Ⅳ

「
タ
ニ
タ
健
康
体
重
基
金
」活
動
助
成
に
採
択

公
開
講
座
情
報

公
開
講
座
情
報

専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
り
組
み

神
崎
繁
ほ
か
責
任
編
集

川
崎
・
省
エ
ネ
大
賞
に

学

位

取

得

▲ 中高年者と子どもを対象としたスポ

ーツ実践公開講座を実施している

▲ 中央監視室

訃

報
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